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はじめに
メソポタミア宗教の研究を進めるうちに筆
者は、「アーシプ」と呼ばれる職能者がシャー
マンに相当するという認識を深めている（渡
辺 2018b）。アーシプの職能は多岐にわたるが、
あらゆる災厄を払い、病気を治療する儀礼を行
うことも含まれる（渡辺 2008、2018a 参照）。
本論では、災厄や病気の原因が死者や死霊によ
るなんらかの「障り、祟り」にあるとされるも
の（Scurlock  2006 参照）に着目し、なかでも
太陽神シャマシュの関わりが言及されているも
のに焦点をあわせて検証する。
１．太陽神シャマシュに関する文書・図
像資料
メソポタミアの太陽神に関する文書資料は、
主として太陽神の尊称としての別称・肩書き、
太陽神への祈祷文、太陽神に呼びかける願いと
しての祝福・呪いの言葉などである。しかし、
その他にも王碑文、法典、神話、叙事詩、占い
文書、神託伺い、墓碑銘などに時折見られる太
陽神への言及のほか、人名にも太陽神の名が含
まれることがある。人名は神への祈りの表現で
あることが多いからである。そして人名は行政
経済文書、法的文書などのほぼすべてに含まれ
ているため、太陽神の文書資料の数は多くなる。
考古資料としては、太陽神に関係する宗教的
建造物や造形物、太陽神像、太陽神のシンボ
ル、宗教的場面を表したレリーフや印章図像に
見られる太陽神像などがあり得る（渡辺 2003，
53，注 20 参照）。
次に太陽神シャマシュの様々な属性について
述べた拙論（渡辺 2003）の一部分に改訂を加
えながら、主要な点を簡単に振り返っておき
たい。
1.1．シャマシュの女神から男神への変化
セム系言語では太陽神は女性とされてい
る。ウガリト語（西セム語）のシャプシュ
（Šapš）、ヘブライ語（西セム語）のシュメシュ
（Šemeš）、そしてアラビア語（南セム語）の
シャムス（Šams）が太陽（女性名詞）もしく
は太陽女神を意味する。ところが、最古のセム
語であるアッカド語（東セム語）のシャマシュ
（Šamaš）は男神であり、「太陽」を意味する
シャムス（šamšu）も男性名詞である。
その理由は、メソポタミアではアッカド語を
話す人々と、シュメール語（系統不明）を話す
人々との接触・交流が早い段階からあり、シュ
メール語の太陽神ウトゥは男神であることに影
響を受けて、シャマシュも男神となったと考え
てよいであろう。文書資料によってその変化の
時期を突き止めることはできないが、何よりも
シュメール語で「ウトゥ」を示す文字（表意文
字、スメログラム）を書いて「シャマシュ」と
読むことが古くから行われていたために、自
然と男神となっていったと想定できる（渡辺
2003，27-28）。
1.2．光の神
太陽は毎日、地上を明るく照らすことから、
光の神とされる。「シャマシュは我が光である」
（シャマシュ ･ヌーリー）と言う人名も知られ
ている（Stamm  1939，308 参照）。またシャマ
シュに対する願いとして、ある人に光を与え
ることを願ったり（祝福）、あるいは光を奪う
こと（目を見えなくすること）を願ったりし
た（呪い）。このように神に呼びかけてある人
の幸福を願う「祝福」のことばの内容の裏返し
が「呪い」の内容となることが多いが、どちら
もアッカド語の動詞の希求形を用いる表現であ
り、どちらも願いを表現していることが共通し
ている（バビロニア起源の呪いの言葉とその伝
承については、Watanabe 1984； 1987，35-42；
渡辺 2004，65-72 参照）。
1.3．正義と裁きの神
太陽神が正義と裁きと司る神とされたのは、
おそらく太陽が毎日規則正しく日の出と日の入
りを繰り返し、また地上のすべてを照らして
見ると考えられたからであろう（Maul  1999，
201-202 参照）。 「シャマシュは裁判官」（シャ
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マシュ ･ダヤーン）という意味の人名が知られ
ている（Stamm 1939，225 参照）。また、前 19
世紀末にアッシリア王位を奪ったシャムシ ･ア
ダド１世の王碑文のなかに「シャマシュ、天と
地の偉大な裁判官」という記述がある（Grayson 
1987，54）
シャマシュに呼びかける祝福では正しい裁判
を行うことが願われるのに対して、呪いでは
正しい裁判を行わないことなどが要求される
（Watanabe  1987，162-163，§40；渡辺 2017，
225 参照）。すなわちシャマシュは正義を司る
神であるからこそ、正義を与えることも与えな
いこともできるといえる。また「ハムラビ法
典」においても法と正義の神であるシャマシュ
との強い結び付きを示している（中田 2002；
渡辺 2020（印刷中）参照）。
1.4．生者と死者の神
太陽神は、東から昇り、昼間は地上の生者を
照らして西に沈み、夜間は死者が住む地下の冥
界を通って東にもどって昇ってくると考えられ
たために、生者の世界と死者の世界の双方を繋
ぐ神ともされた（ボテロ 1998，  416 参照）。ち
なみにヒッタイトの太陽神についても死者と生
者の両方にかかわっていたことが指摘されてい
る（Fauth 1979 参照）。
したがってシャマシュは、しばしば冥界の神
としても名を挙げられている。新アッシリア時
代の王妃ヤバーの墓碑銘は「冥界の偉大な神々
であるシャマシュ、エレシュキガル、アヌンナ
キの名において」という言葉で始まり、墓を暴
く者への呪いなどが記されている（渡辺 1998，
337；2007，59；2009，379 参照）。特にこの碑
文では冥界の神々の筆頭にシャマシュの名が挙
げられていることである。
「シャマシュは死者を生き返らせた」（シャ
マシュ ･ミータム ･ウバリト（Šamaš-mītam-
uballiṭ）及びその類名）という意味をもつ人名
があることからも、シャマシュが生と死を司る
神とされたことが窺える（この人名のタイプで
はシャマシュに替わってバビロンの主神マル
ドゥク、「天命の書板」を書く書記神ナブー、
治癒女神グラなどが置かれることもある）。な
おこの人名は文字通りの「死者を生き返らせ
た」という意味ではなく、「瀕死の状態から快
復させた」という意味にも解される（Stamm 
1939， 187 参照）。
 
1.5．身近な神
太陽神に与えられている重要な役割として、
言わば「身近な神」とがあると筆者は想定す
る。そのことは、特に別称などとして明言さ
れてはいないが、おそらく太陽（神）が人間
の日々の生活を照らし、また目に見える大き
な、かつ身近な存在であると感じられるところ
から、人間の切実な、いわば現世利益的な願い
を訴えかける対象とされたのであろう（注：神
話や叙事詩のなかでも太陽神はしばしば切実な
願いを聞き届ける存在として登場する。キシュ
の王エタナに関するアッカド語の伝説（Dalley 
2000，189-202；後藤 1978，232-242 参照）によ
れば、彼は後継ぎを得たいと願ってシャマシュ
に「子宝の草」を所望した。シャマシュはエタ
ナに助言を与え、傷ついたワシを助けることに
より、ワシの背に乗って「子宝の草」を得るた
めに天界へ行くことをかなえさせた。この場合
もシャマシュがエタナに直接「子宝の草」を与
えるのではなく、それを手に入れる方法を教
え、助力するという意味では、人間と高位の神
との間の仲介者として働いていることになる。
また『ギルガメシュ叙事詩』（標準版第４書板）
のなかで英雄ギルガメシュは、杉の森にいるフ
ンババと戦うためにシャマシュの助力をもとめ
た（渡辺 2014，73-74 参照）。さらに、標準版
第７書板では、自らの運命を嘆く瀕死のエンキ
ドゥを慰めたのもシャマシュであった（渡辺
2014，79 参照）。
『イナンナの冥界下り』（シュメール語）の神
話には、冥界からの追っ手を逃れたいドゥムジ
が、ウトゥに願って蛇に姿を変えてもらった
ことが記されている（Römer 1993b，485-486；
五味 1978b，33-35 参照）。しかし結局ドゥムジ
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は捕らえられて冥界へ送られたようである。
1.6．讃歌・祈祷を含む儀礼の神
かつてより、シャマシュに訴えかける言葉
や祈りが、ある種の儀礼文書にしばしばみら
れることが知られていた。シャマシュ賛歌で
はシャマシュの多くの属性が讃えられてい
る（Lambert  1960，121-138 参照）。また特に
アーシプが行う儀礼に関する文書においても
シャマシュに呼びかけるものが多数残っている
（Mayer 1976，411-423，503-516；Butler 1998，
127ff. 参照。ヒッタイトの呪術における太陽神
の役割についてはFauth 1979 参照）。
メソポタミアで広く行われた「神託伺い」の
文言を記した文書のなかでも、シャマシュが天
候神アダドとともに呼びかけられる一群の文書
は良く知られている（Starr 1990 参照）。
その他、天体占いにおける太陽神、王（権）
の神としての太陽神については渡辺 2003，
33-35 参照。
２．死者・死霊が引き起こす災厄・身体
的不調を祓う儀礼
　前述したように、「生者と死者の神」とし
てのシャマシュが、生者の災厄や病気のうち、
その原因が死者・死霊にあると判断された場合
の儀礼に関するいくつかの文書を取り上げる。
これらの文書は原則として、儀礼を執行する
アーシプに対する「指示」であり、アーシプが
「あなた」とされ、儀礼の依頼者は「彼」と呼
ばれている。
災厄、不調、病気などの原因が死者、死霊と
される場合、それらを被害者の体から引き離す
ために、死者、死霊の小像を粘土で作ってそこ
に移動させ、その像に対して「供養」としての
儀礼を行うことで鎮め、さらに西に没する太陽
の導きによって、地下の冥界へと導かれるこ
とが期待されている。他の災厄を祓う場合は、
アーシプが粘土で小像を作って災厄を移動さ
せ、その像を滅ぼすことによって災厄を祓うこ
とが多いのに対して、死者、死霊に対しては、
丁重にもてなして冥界に下ってもらうことが目
指されている。
2.1．「死者を繰り返し見る」⑴Scurlock	No.14
（K	2352＋CT23.15-22 ＋，ii	31’-41’//KAR	
234//K	2781）
邦訳
１  もし人が［死者（mītu）を繰り返し見る
ならば］、あなた（アーシプ）は、シグー
シュ麦［を焙煎して作った粉］を撒く。
（そして）［…］。あなたは水を注ぐ。あな
たはシャマシュの前で次のように言う。
２ 「あなたは戻ってきてはならない。この世
界のどこでも周回してはならない。あなた
は戻ってきてはならない。そして某の息子
某の夢の中でも
３  会ってはならない。天界と冥界の神々であ
るアヌ、アントゥ、シャマシュ、（そして）
アヌンナキによって
４  あなたは誓わされている」（とあなたは言
う）。３日間あなたは陶工の（粘土の）穴
を清める。４日目の夜にあなたは一つまみ
の粘土を取る。
５  あなたはその死霊（eṭemmu）の像を作る。
あなたはその名前を（像の）肩に記す。あ
なたはその（像の）足をねじる。
６  あなたはそれを［…］の中に入れる。あな
たは犬のまっすぐな歯を取ってその（像
の）口に刺す。あなたはシャマシュの前に
葦の祭壇をしつらえる。
７  あなたはナツメヤシとサスクー粉を撒く。
あなたはラハンヌ容器を満たす。二つは水
で。二つはビールで。あなたは（それら
を）置く。水を灌ぐことを
８  あなたはシャマシュの前で行う。あなたは
シャマシュの前で３回次のように言う。
９ 「私はあなたを（西方に）沈む（大きくな
る）シャマシュによって誓わせた。あなた
は某の息子某の体から遠ざからなければな
らない。あなたは離れなければならない。
10  あなたは去らなければならない」。あなた
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は（このように）言って、西の穴にその像
を閉じ込める。そうするならば
11  その人は生きている間、死者（mītu）を
見ることはない（下線、渡辺）。
注釈
被害者の訴えが「死者（mītu）を繰り返し
見る」ことであり、身体の不調や病気ではない
と考えられる。
３行：ここでは「アヌ、（その配偶女神）アン
トゥ」が天界の神々であり、「シャマ
シュとアヌンナキ」が冥界の神々にあた
る。
４－５行：この件でアーシプが粘土で作成する
小像は「死霊（eṭemmu）」のものとさ
れている。
９－ 10 行：アーシプによる唱えごとであり、
被害者に唱えさせる言葉ではない。
2.2．「死者を繰り返し見る」⑵Scurlock	No.17
（KAR	21，	r.11-20）
邦訳
１  もし人が［死者（mītu）を繰り返し見る
ならば］、彼をいやすために［…］
２  ３日間、真昼に、シャマシュの前で
３  あなたは彼の家族の死霊に対する敬意を根
気強く示す。
４  炒った小麦を混ぜた水をあなたは水のささ
げものとして注ぐ。３日目の
５  真昼に、あなたはエンマー小麦を取る。
６  あなたはパンを半分に分ける。
７  半分のパンをその人の頭ぶ
８  あなたは置く。そしてあなたは３回次のよ
うに言う。
９ 「シャマシュよ、何某の息子、何某の夢は
恐ろしい。
10 （そして）その予兆は悪く、厄介で、…」
注釈
３行：災厄を引き起こしているものが死霊であ
る場合、しかもその家族の死霊である場
合は特に丁重な儀礼が必要とされると考
えられる。
2.3．「苦しみを与える追い払えない死霊」	
Scurlock	No.120（A：KAR	267,	31-r.24；B:	
BMS	53,	1-31）
邦訳
１ ［もし死霊（eṭemmu）がある人を］苦し
めて彼の体から追い払われ得ないならば、
日の入りの時にあなたは地を掃き清める。
あなたは清い水を撒く。
２  あなたは葦の（簡易）祭壇を［シャマシュ
の前に］用意する。イスクーク小麦で作ら
れた二つのパンをその上に置く。
３  あなたはナツメヤシ（の実）とサスクー小
麦を撒く。ブラーシュ香木を焚いた香炉を
アシャーグ（とげのある）低木の炭の上に
４ ［あなたは置く］。あなたは［プルスィ］ー
ト容器を置く。あなたは二つのラハンヌ容
器に、一つには水を、もう一つにはビール
を満たして置く。
５ ［あなたは粘土の一つかみを取って］小像
を作る。［あなたは］その鼻に金の糸を
［結び付ける］。
６ ［…］
７ ［…］あなたはその［両手を］後ろで縛る。
ビーヌ・タマリスク（御柳、ぎょりゅう）
と［マシュタカル］を
８ ［あなたは置く］。あなたはその小像をその
上に立たせる。彼は次のように言う。
９  広がる［天（？）］の［…］、冥界の光、裁
判官シャマシュ。
10  強い［主、エア、エリドゥが委託された者、
世界で最も賢い者。マルドゥク、強い者、
11  エ・エングッラの主。エア、シャマシュ、
（そして）マルドゥクよ、私を助けてくだ
さい。（そして）
12  私があなた方の同意によって栄えますよ
うに。シャマシュよ、恐れさせる死霊
（eṭemmu）、
13  それは私の背中に何日もしがみついて
14  追い払われ得ず、私を終日追い回し続け、
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夜間も私を恐れさせ続けます。
15  四六時中、私を追い回し、しまいには私の
頭髪を逆立てます。
16  私のこめかみを押し、常に私の顔をぐるぐ
る回転させるようにします。私の口の中を
乾かします、＜私の肉を麻痺させ、私の全
身を乾かします＞。
17  それが私の親類縁者の死霊であれ、戦争に
負けて死んだ者の死霊であれ、
18  あるいはさまよう死霊であれ、─これが彼
の（代理）像です。＜シャマシュよ、あな
たの前で私は彼を、彼に着せるべき服を、
彼の足のための靴を探し出しました。＞
19  彼の腰のための帯、彼が飲むための水を入
れた皮袋、
20  私が彼のために割り当てた麦芽、＜私は彼
に旅の糧食を与えた。＞　彼は日没の地に
行きますように。
21  冥界の偉大な門番、ビドゥを信頼しますよ
うに。＜冥界の偉大な門番、ビドゥが彼の
ための見張りを強めますように。＞
22  彼（ビドゥ）がその鍵を持つ閂をつかみま
すように。シャマシュよ、あなたの命令
で、（そして）
23  神々のなかで最も賢いマルドゥクの命令
で、彼を私の体から追い払ってください。
24  私の体から彼を離してください。私の体か
ら彼を取り除いてください。彼をあなたの
誓いのもとに置いてください。
25  彼をエアとアサルヒの誓いのもとにおいて
ください。＜彼を［天と地の神々の］誓い
のもとにおいてください。彼を私に近寄ら
せないでください。彼を私の近くに来させ
ないでください。
26  彼を私に向かわせないでください。彼を私
のもとに来させないでください。彼が河を
越えますように。彼が山を越えますように。
27  彼が私の体から［3600 ベール遠ざかりま
すように］。彼が雲のごとくに天に上りま
すように。
28  引き抜かれた［ビーヌ・タマリスクのよう
に］彼がその場所にもどりませんように。
ビーヌ・タマリスクが［私］を浄めますよ
うに
29  マシュタカルが私を解放しますように。地
が（彼）を私から受け取りますように。そ
れ（地）が私に神のオーラを与え、私の病
気（murṣu）を取り去りますように。
30 ［エア、シャマシュ］、そしてマルドゥク
よ、私を助けてください。
31  私の体から病気を取り去ってください、そ
して私を見る者たちがあなた方を賛美する
ように。
32  私の体の病気を取り除いてください。私は
あなた方に向きます。私に命（balāṭu）を
与えてください。
注釈
身体的な不調を訴える被害者に対して、アー
シプはそれを死霊によるものと診断して儀礼を
行っている。＜　＞内はＢのテクストによる。
１－８行：アーシプ（「あなた」）への指示と
なっている。
５－８行：アーシプは死霊を表す小像を粘土で
作成する。
９－ 32 行：被害者による、エア、シャマシュ、
マルドゥクの３柱の神々に呼びかける祈
り（唱えごと）となっている。ここでは
生者と死者の神であるシャマシュだけで
なく、シャーマンとしてのアーシプの仕
事を司る神であるエア（知恵と真水の
神）とマルドゥが登場している。また祈
りも特に長いことから、病状の重いこと
を示すとも考えられる。
20：死者が冥界に達するまでに要する「旅の
糧食」も死者供養として死者に捧げられ
るもの（kispu）のうちに含まれている
（Tsukimoto 1985 参照）。
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2.4．「耳鳴りを引き起こす死霊」Scurlock	
No.131（KAR	22；AMT	54/2）
邦訳
１  もし死霊がある人を苦しめて（その結果）
耳鳴りがするならば、
２  あなたは吉日にあなた自身を浄める。彼
（被害者）は泉の水を浴びる。
３  あなたは（その）病気の小像を陶工の穴の
粘土で作る。ありあわせの服を
４  あなたは（それに）着せる。７つと７つに
分けてあなたはそのために食事を用意する。
５  紡錘、敷物、
６ （そして）ピンをあなたはその（小像の）
頭に結ぶ。
７  あなたはシャマシュの前に葦の祭壇をしつ
らえる。ナツメヤシと
８  サスクー小麦をあなたは撒く。あなたはブ
ラーシュ・ビャクシンを焚いた香炉を置く。
９  あなたはアダグッル容器を置く。あなたは
あの小像をシャマシュの前に置く。
10  あなたは次のように言う。
11  唱えごと。「父なるエンキ、［…］父なるエ
ンキは
12  エリドゥの息子アサルヒの唱えごとを明
かす。
13  アサルヒはそれを見た。
14  それゆえに、その困難さ、それゆえに
15  天と地をつかむ者、存在するものを生み出
す者、が
16 （それを）その被害者から遠くへ行かせる」。
17  あなたはこの唱えごとをその（小像の）上
で３回唱える。
18  あなたはその裾を切る。旅の糧食、（それ
は）ひき割り麦、
19  麦芽、ビールパン、（そして）乾パンを
（小像に）用意する。
20  あなたはその小像を取り、
21  それにビーヌ・タマリスクを結び付け、あ
なたはそれに誓わせる。［…］
22  唱えごと。「神々の主によって私はあなた
を誓わせた。
23  ドゥリとダリによって、
24  ラフムとラハムによって、
25  アララとベリリによって、
26  影によって、日の光によって、儀礼的な小
麦の山によって、
27  燃える（火の神）ギッラによって、
28  清いヌスクによって、
29  王冠の主、（月神）スィンによって、
30  真実の裁判官シャマシュによって、
31  私はあなたを用水路とワジによって、
32  山と川によって、あなたを誓わせた
33 ［…によって］、
34  明るい松明の［…］、スィン、［…］によって
35  シャカン、…プルーンの木のおいしい（？）
…によって、
36  地のかんぬき、エビヒによってあなたは誓
わせられた。
37  神々の主によって私はあなたを誓わせた。
38  あなたは解かれますように、あなたは移さ
れますように、あなたは遠ざかりますように。
注釈
30  終わりの唱ごとではシャマシュが「裁判
官」として挙げられている。
2.5．「死霊が刺すこと」に対するシャマシュへ
の発話指示と動作指示　Scurlock	No.179
（KAR	56,	12-r.10）
邦訳
１  唱えごと。シャマシュ、天と地の王。シャ
マシュ、国々の裁判官。
２  シャマシュ、神々の中で抜きんでている。
３  シャマシュ、力強く輝く。
４  シャマシュ、あなたは（物事を）正しくす
る主である。
５  日、月、年の悪であるラマシュトゥ、
６  ラバツ、アッハーズ、
７ ［…］、すべて悪い者、
８  人の憂鬱、
９ ［…］
10 ［…］
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11  死霊が刺すことに対する唱えごと。
12 （儀礼的に）行うこと。アシャーグ低木の
炭にのせた香炉に入ったブラーシュ・ビャ
クシンを
13  あなたはシャマシュの前に撒く。あなたは
ミッフ・ビールを注ぐ。
14  雌の仔山羊の毛（と）雄の＜仔羊＞の毛を
15  あなたはより合わせて１本のひもにする。
３つの結び目を
16  あなたは７回作る。あなたはそれらを結ぶ
ごとに
17  あなたはこの唱えごとをシャマシュの前で
３回唱える。
18  あなたはそれを彼（被害者）に結ぶ。それ
（死霊）が彼を指すいずれの場所でも。
19  彼（被害者）は１か月以内に回復し、その
後は死霊が彼を集中的に刺すことはない。
20  あなたは結び目と解き、また２回目に（再
び）結ぶ。
注釈
死霊が「刺す」という主訴をもつ被害者のた
めに、アーシプが唱えることと行うことが指示
されている。
１－ 10 行：唱えごとの内容であり、最初の４
行ではシャマシュに呼びかけ、シャマ
シュを讃えている。５－８行では、様々
な避けるべき悪が挙げられている。
11 行：１－ 10 行の唱えごとが、「死霊が刺す
ことに対する唱えごと」であることを指
示している。
12 － 20 行：行うことの指示がなされている。
14 行：＜　＞内は補完された語。
16 － 17 行：興味深いことに、ひもに結び目を
作るという行為をしながら、上記の唱え
ごとをシャマシュの前で３回唱えるとい
う指示がアーシプに対してなされてい
る。儀礼は一般的に「言うこと」と「す
ること」の組み合わせであるが、たとえ
ばオッペンハイムのような「西洋人」の
研究者は、メソポタミア宗教におけるそ
のような組み合わせ自体を「西洋人」に
は理解不能とした（渡辺 2017，86-88 参
照）。
おわりに
本論のはじめに示したように太陽神シャマ
シュには様々な属性、権能が付与されていた。
確かにシャマシュは「生者と死者の神」でも
あったため、死者または死霊が引き起こす生者
の不調を解消する儀礼の中で重要な役割を与え
られていた。しかしそのような儀礼において
も、シャマシュは「生者と死者の神」としてだ
けでなく、同時に「正義と裁判の神」、「身近な
神」、「祈祷、呪術、神託の神」としての役割を
果たすことも期待されていたことがわかる。多
岐にわたる権能を持つからこそ、人間の多くの
悩み、苦しみを解決する儀礼のなかで呼び出さ
れていたのであろう。
本論では、研究史について詳述していない
が、ここで扱ったいわゆる「治癒儀礼文書」に
ついては、「科学」、「宗教」、「呪術」のどれに
分類すべきかという議論も続けられている（cf.
Heeßel  2004; Maul  2004）。あるいはまた、そ
れらの３つの要素がどのように混ざりあってい
るかという議論もある。しかし、それらの文章
は主としてアーシプとその伝統の伝達のために
書かれたものであって、当該儀礼のすべてを再
現可能にするものではない。
アーシプが執行する儀礼についての文章は、
基本的に「言うこと」と「すること」の指示、
すなわち「発話指示」と「動作指示」から成る
といえる。実際の儀礼では、香の匂いや音など
も含まれている。そこでなされる「発話」も
「動作」も含めて、すべてが合わさって有効な
儀礼が成立するのであり、それ自体は古代でも
現代でも共通していると言ってよい。
参考文献
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